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■目的（何のための事業） ■活動の様子

■活動内容

■事業の成果 ■活動中に工夫した点

■今後の展望 ■活動中に苦労した点

そば打ちは、コロナ過でも20数名の参加があり3度目の開催となった。
新規事業の手持ち花火は子供だけでなく高齢者も参加がありコロナ禍
でも想定以上の40名を超す参加者が有った、花見は20歳代も数名の参
加がありどの活動も世代を超えたコミニュケーションの場になってき
た。

行事に常連さんが出てきて会員の増加も手ごたえが見えてきた。
参加者の年齢層が広くなり目的の達成に近づいてきた。
恒常的な活動は継続して、会員や区民からの要望で活動が広がりが期
待できる。
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市民提案事業団体名 原交流会

左上写真　地藏尊で夜桜を楽しむ会

右上写真　年越しそば打ち体験を楽しみました

区民交流事業

高齢化が進み、区民人数が減少している原区では、今まで以上に
区民間の支え合いが必要となるため、つながりを作るきっかけとして
親子・祖父母と孫や隣人が一緒になった思い出づくりを実施する。

屋内外で会員は会話とコーヒーで懇親を深める為に月をめでながら桜
の花を楽しんだり。広く区民の参加で月見や会員からの発案の手持ち
花火や年末には恒例の小学生から80代までが集まり講師の指導でそば
を打って年越しそばを楽しみました。

活動を停滞させない為に、又、誰でも参加しやす
い活動や方法を取った。
会員からの提案で新しい活動も加えて停滞しない
様にした。

コロナ対応の為に、①新しい生活様式が実現でき
る開催の方法と場所探しで時間を費やし、②安心
して参加できる案内文作成。③予算の組み換え、
④参加しやすい活動内容への変更など。

裾野市深良

写真１ 写真２


